
【ケース１ 】使途案②③④⑤⑥⑦ 実施ケース⇒法令に適合すると思われるものを加味したケース。ただし、再資源化等預託金の割引は除く。

【ケース２ 】使途案②③④⑤⑥⑦+⑨　実施ケース⇒法令に適合すると思われるものを加味したケース。

【ケース３ 】使途案②③④⑤⑥⑦+⑨+⑧⑪　実施ケース⇒①⑩を除く使途案全てを加味したケース。
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特預金の残高推移シミュレーション

（単位：億円）
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平成29年度において、
⑤大規模災害への発生時対応分
20億円を事前確保

平成33年度～平成35年度
において、③情報システムの
刷新を行う予定

平成30年度～平成39年度
において、⑨再資源化等預託金の
割引を毎年１０億円行う。

平成40年度～平成41年度において、
④データセンターの機能維持のための更新の費用が
発生する予定

平成29年度～平成30年度において、
④データセンターの機能維持のための更新の費用が
発生する予定

（単位：億円）
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（単位：億円）
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